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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成26年4月24日(2014.4.24)

【公表番号】特表2012-529741(P2012-529741A)
【公表日】平成24年11月22日(2012.11.22)
【年通号数】公開・登録公報2012-049
【出願番号】特願2012-514864(P2012-514864)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/525    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/505    (2010.01)
   Ｃ０１Ｇ  53/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/131    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0566   (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   4/52    １０２　
   Ｈ０１Ｍ   4/50    １０２　
   Ｃ０１Ｇ  53/00    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ   4/02    １０２　
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １１１　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年2月28日(2014.2.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記化学式１
　　Ｌｉｚ（Ｎｉ１－ｘ－ｙＣｏｘＭｎｙ）Ｏ２

　　（前記式において、０．９７≦ｚ≦１．１、０．６＜１－ｘ－ｙ≦０．８、ｘ：ｙ＝
１：１．５～１：３である）
で表される化合物を含む、リチウム二次電池用正極活物質。
【請求項２】
　ニッケル原料物質、コバルト原料物質、及びマンガン原料物質を水に添加して金属水溶
液を製造し、前記ニッケル原料物質の使用量は６０モル％～８０モル％、コバルト原料物
質及びマンガン原料物質の混合使用量は２０モル％～４０モル％であり、前記コバルト原
料物質とマンガン原料物質との混合比は１：１．５～１：３モル比であり、
　不活性雰囲気下で、反応器に前記金属水溶液、塩基及びキレート剤を添加し撹拌して、
ニッケル、コバルト及びマンガンを共沈させて金属水酸化物を製造し、
　前記金属水酸化物とリチウム原料物質を１：１～１：１．１０のモル比で混合し、２℃
／分～１０℃／分の昇温速度で１次熱処理し、
　前記１次熱処理の生成物を２次熱処理する
工程を含む、リチウム二次電池用正極活物質の製造方法。
【請求項３】
　前記金属水溶液の濃度は、１．５Ｍ～３Ｍである、請求項２に記載の製造方法。
【請求項４】
　前記塩基は、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、及びこれらの組み合わせからなる群
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より選ばれる化合物を含む水溶液である、請求項２に記載の製造方法。
【請求項５】
　前記キレート剤は、アンモニア、エチレンジアミン、及びこれらの組み合わせからなる
群より選ばれるものである、請求項２に記載の製造方法。
【請求項６】
　前記金属水溶液は、０．２リットル／時間～１リットル／時間の速度で前記反応器に添
加するものである、請求項２に記載の製造方法。
【請求項７】
　前記金属水溶液、塩基及びキレート剤は、４０℃～６０℃の温度で前記反応器に添加す
るものである、請求項２に記載の製造方法。
【請求項８】
　前記１次熱処理は、４５０℃～５００℃で実施するものである、請求項２に記載の製造
方法。
【請求項９】
　前記２次処理は、８００℃～９００℃で実施するものである、請求項２に記載の製造方
法。
【請求項１０】
　下記化学式１
　　Ｌｉｚ（Ｎｉ１－ｘ－ｙＣｏｘＭｎｙ）Ｏ２

　　（前記式において、０．９７≦ｚ≦１．１、０．６＜１－ｘ－ｙ≦０．８、ｘ：ｙ＝
１：１．５～１：３である）
で表される化合物を含む正極活物質を含む正極と、
　負極活物質を含む負極と、
　非水電解液と、を含むリチウム二次電池。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　　［化学式１］
　　Ｌｉｚ（Ｎｉ１－ｘ－ｙＣｏｘＭｎｙ）Ｏ２

　　上記式において、０．９７≦ｚ≦１．１、０．５≦１－ｘ－ｙ≦０．８、ｘ：ｙ＝１
：１．５～１：３である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　　［化学式１］
　　Ｌｉｚ（Ｎｉ１－ｘ－ｙＣｏｘＭｎｙ）Ｏ２

　　上記式において、０．９７≦ｚ≦１．１、０．５≦１－ｘ－ｙ≦０．８、ｘ：ｙ＝１
：１．５～１：３である。
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